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皮膚における外的刺激からの防御機構 

 

生物学的な視点から見ると皮膚の炎症は、不快ではあるものの潜在的な危険の存在を警

告し、人体に有害なもの（紫外線、有害物質など）から身を守るといった大切な機能を担

います。この過程において、幾多の種類におよぶ細胞と化学的物質の相互反応が関係

しており、結果としてかゆみ・腫れ、発熱といった明確に自覚できる症状を呈します。これ

はいわば、生まれながらに備わった自自己己防防衛衛機機能能といえます。 

とはいえ、起きてしまった炎症は早く抑えたいものですし、炎症に対し過敏になることも避

けたいものです。 

ここでは、いく通りもある炎症反応の一部を抑

制するしくみについてご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

①免疫細胞（マクロファージ、 

B リンパ球）抑制作用 

◆ Phytosphingosine 

◆ TECA、ニビ、TGP2 

② MMP 抑制作用 

◆ ヘテロサイド 

◆ ロナケア ティリロサイド 

③ 抗ヒスタミン作用 

  ◆ SymCalmin 

④ 抗反復性炎症因子(LT、PG) 

◆ Soothex 

◆ アンボラ、ラナクリス、ホメオスーズ 

⑤ 皮膚バリア機能 

◆ ライステロールエステル 

◆ オリベム 460＆300 

⑥ 紅斑を抑える 

◆ アビシン、アンボラ、ドリエリン 

炎症性リンホカイン 

ヒアルロニターゼ活性 

プロスタグランジン 
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